
協働事例紹介シート

取り組みの概要

[ 委託 ]事業実施 平成 25 年度〜 業務を⺠間やNPOに委託

・赤ちゃん訪問、乳幼児健診、地域子育て支

援センター等での事業説明とチラシの配布。

・ホームページ、すこやかネット等による情

報発信。

・会員登録と説明会の実施

・研修会、講演会、交流会の企画・運

営

既存の保育施設等が実施している地域住⺠と連携した労働形態の多様化への対応、

仕事と⼦育ての両⽴、⼥性の社会進出への有効な⽀援策として期待できます。

 この事業は、帯広市がファミリーサポートセンターを設置し、子育てをサポートしてほしい人

（利⽤会員）と、⼦育てをサポートしたい⼈（提供会員）が会員登録し、会員同⼠の信頼関係を

もとに⾏う会員相互による⼦育ての援助活動です。

利⽤するには、事前の会員登録（無料）が必要です。

平成２２年３⽉策定の「おびひろこども未来プラン」において基本目標である「安⼼して⽣

み育てられるしくみをつくる」の主要事業のひとつとして、市⺠相互による⼦育て⽀援の援

助を図り、安⼼して⼦育てができる環境づくりに資することを目的に、平成２５年９⽉より

帯広ファミリーサポートセンター事業を実施しています。

子育て支援課

市⺠、

委託先（認定NPO法人ぷれいおん・とか

ち）

・⾏政ならではの情報発信⼒。

・地域で子育てを支え合う環境づく

り。

・⼦育てに関する知識が豊富。

・企画⼒や⾏動⼒がある。

強み

役割

協働の

きっかけ

協働のポイント

帯広ファミリーサポートセンター事業

提供会員の資質や質的向上のため講習会の開催にあたっては、他市の状況や受講者のアンケート結果をみながら、カリキュラム内容・実施方法を工夫していきます。

協働の

成果

●子育てをサポートしてほしい人

対象：帯広市に在住している方で、生後57日以上

小学校6年生までのお子さんの保護者の方。

登録：ファミリーサポートセンターが実施する説

明を受け登録します。

登録料は無料。

●子育てをサポートしたい人

対象：帯広市に在住している方で、自宅等

で安全に子どもを預かることができる20歳

以上の方。

登録：センターが実施する講習会を受講後、

援助活動が始まります。

登録料、講習会受講費は、調理実習費のみ

●子育てをサポートしてほしいし、サポートもし

たい人

提供会員

提供会員提供会員

提供会員
利用会員

利用会員利用会員

利用会員

両方会員

両方会員両方会員

両方会員


